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本研究では、地下資源開発において持続的な利活用を実現するために必要となる複雑なき裂

の構造と流れ（流動・熱移動・物質移動等）との関係について、地表で得られるデータに基づ

いて定量化・定式化を行った。 

き裂構造を位相幾何学の解析手法であるパーシステントホモロジーを活用し人では把握でき

ない複雑な岩石構造の特性を抽出可能とし、流動特性の核となるパラメータである浸透率との

関係も抽出した。また、岩石き裂の表面積の推定法について、3Dプリンタを活用した流動・熱

移動実験や実データによりその妥当性を示した。さらに、地熱貯留層モデルの入力パラメータ

を一意に推定するために、実測定可能なデータで浸透率分布を推定する機械学習手法を提案し

た。これら一連の成果は、当該領域でのトップ会議の採択で学術的な評価を得ているだけでな

く、プレスリリース、新聞掲載など学社会的なインパクトを与えている。 

今後、現在までの研究成果を発展させることで、実利用可能な地下資源開発技術の実現が期

待される。 


